
１ 米軍基地問題に関する万国津梁会議のこれまでの活動実績

①令和元年度の提言「在沖米軍基地の整理縮小についての提言」

②令和２年度の提言「新たな安全保障環境下における沖縄の基地負担軽減に向けて」

・２年間にわたる議論を経て２度の提言を頂いたことで、同会議の目的は達成。

２ 同会議からの提言を受けての県の取り組み

①について：提言を論拠の一つとして、日米両政府への更なる要請を行う予定。

②について：内容を分析の上、県の政策や取組へ反映を検討。

米軍基地問題に関する万国津梁会議は委員の任期満了をもって

終了とし、次の段階としてアドバイザリーボードを設置。
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〈アドバイザリーボード会議〉 〈個別意見聴取〉

ア 意義

課題ごとに有識者からの詳細な意見聴取や意見交
換が可能となり、具体的な施策の立案や課題解決の
取組等に繋げることが出来る。

イ 実施方法(案)
・担当部局において、該当する専門領域の委員と面
会し意見を聴取する。

・必要がある場合は議論の深掘りのため、複数の有
識者で集まり意見交換を行って頂く。

ウ 意見聴取事項等(例)
・日米地位協定を始めとする現状の米軍基地問題に
ついての専門的意見。

・専門家会合や研究機関の設置の検討についての専
門的意見等。

ア 意義
知事が直接、有識者からの専門的知見を迅速に聴
取することで、県の基地政策全体の方向性や個別対
応策等についての政策判断・意思決定が可能となる。

イ 実施方法(案)
・年に１回程度、知事を中心とする会議として開催を
する。（知事が必要と考える場合は臨時会議も開催で
きることとする。)

・その他、知事からの意見照会等、個別の意見聴取
を行う事も可能とする。

ウ 意見聴取事項等(例)
・米軍の戦略の変化を含む外交・安全保障全体の最
新動向の専門的意見。
・県の基地政策全般に対する意見、助言等。
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